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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　光を受光し、受光した光の量を測定する照度センサと、
　上記光源に対して電流を供給する電源回路と、
　上記電源回路が上記光源に対して供給する電流が上記光源の最大定格値を超えない範囲
内で、上記照度センサが測定した光の量が所定の目標光量に近づくよう、上記電源回路が
上記光源に対して供給する電流を調整する制御部と、
　平面板状の基板と、
　遮光部と
を有し、
　上記光源は、上記基板の一方の面に実装され、
　上記照度センサは、上記基板の上記光源が実装された面と同一の面に実装され、
　上記遮光部は、上記光源が発した光以外の光を上記照度センサが受光し難いように上記
照度センサの略正面に位置し、上記光源が発した光を反射して、上記照度センサに受光さ
せることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　上記遮光部は、上記光源が発した光以外の光を遮るように上記照度センサの略正面に位
置することを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
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　上記遮光部は、上記光源が発した光以外の光を遮って、上記光源が発した光以外の光を
上記照度センサが受光しないようにすることを特徴とする請求項１または２に記載の照明
装置。
【請求項４】
　上記遮光部は、上記光源が発した光以外の光を上記照度センサが受光可能な位置に移動
可能であり、
　上記照明装置は、定発光モードと定照度モードとを含む複数の動作モードを有し、
　上記遮光部は、上記定発光モードにおいて、上記光源が発した光以外の光を遮って、上
記照度センサが受光しないようにする位置に移動し、上記定照度モードにおいて、上記光
源が発した光以外の光を上記照度センサが受光可能な位置に移動し、
　上記制御部は、上記定発光モードにおいて、上記光源が発する光の量が所定の目標光量
に近づくよう、上記電源回路が上記光源に対して供給する電流を調整し、上記定照度モー
ドにおいて、上記光源が発する光によって照らされる被照物の照度が所定の目標照度に近
づくよう、上記電源回路が上記光源に対して供給する電流を調整することを特徴とする請
求項１から３のいずれかに記載の照明装置。
【請求項５】
　上記照明装置は、
　長尺溝状の溝部を有する光源配置部と、
　２以上の光源とを有し、
　２以上の上記光源は、上記溝部の内側側面に互いに対向して配置され、
　上記照度センサは、上記溝部の内側底面に配置されていることを特徴とする請求項１か
ら４のいずれかに記載の照明装置。
【請求項６】
　上記照明装置は、
　上記光源が発する光の量と、上記光源が発する光によって照らされる被照物の照度と、
上記照度センサが測定する光の量との関係を記憶する発光関係記憶部を有し、
　上記制御部は、上記照度センサが測定した光の量と、上記発光関係記憶部が記憶した関
係とに基づいて、上記光源が発する光の量が所定の目標光量に近づくよう、上記電源回路
が上記光源に対して供給する電流の量を調整することを特徴とする請求項１から５のいず
れかに記載の照明装置。
【請求項７】
　上記照明装置は、上記光源を複数有し、
　上記制御部は、複数の上記光源のうち第一の光源が発光したとき上記照度センサが測定
した光の量に基づいて、上記電源回路が上記第一の光源に対して供給する電流を調整し、
複数の上記光源のうち上記第一の光源が発する光と同じまたは異なる色の光を発する第二
の光源が発光したとき上記照度センサが測定した光の量に基づいて、上記電源回路が上記
第二の光源に対して供給する電流を調整することを特徴とする請求項１から６のいずれか
に記載の照明装置。
【請求項８】
　上記照明装置は、照度設定モードと通常モードとを含む複数の動作モードを有し、
　上記照明装置は、
　上記照度設定モードにおいて、上記照度センサが測定した光の量を記憶する目標光量記
憶部を有し、
　上記制御部は、上記通常モードにおいて、上記光源が発する光の量が、上記目標光量記
憶部が記憶した光量に近づくよう、上記電源回路が上記光源に対して供給する電流の量を
調整することを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の照明装置。
【請求項９】
　光源と、
　光を受光し、受光した光の量を測定する照度センサと、
　上記光源に対して電流を供給する電源回路と、
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　上記電源回路が上記光源に対して供給する電流が上記光源の最大定格値を超えない範囲
内で、上記照度センサが測定した光の量が所定の目標光量に近づくよう、上記電源回路が
上記光源に対して供給する電流を調整する制御部と、
　上記光源が発する光の量と、上記光源が発する光によって照らされる被照物の照度と、
上記照度センサが測定する光の量との関係を記憶する発光関係記憶部と
を有し、
　上記制御部は、上記照度センサが測定した光の量と、上記発光関係記憶部が記憶した関
係とに基づいて、上記光源が発する光の量が所定の目標光量に近づくよう、上記電源回路
が上記光源に対して供給する電流の量を調整することを特徴とする照明装置。
【請求項１０】
　上記照明装置は、
　長尺溝状の溝部を有する光源配置部と、
　２以上の光源とを有し、
　２以上の上記光源は、上記溝部の内側側面に互いに対向して配置され、
　上記照度センサは、上記溝部の内側底面に配置されていることを特徴とする請求項９に
記載の照明装置。
【請求項１１】
　上記照明装置は、上記光源を複数有し、
　上記制御部は、複数の上記光源のうち第一の光源が発光したとき上記照度センサが測定
した光の量に基づいて、上記電源回路が上記第一の光源に対して供給する電流を調整し、
複数の上記光源のうち上記第一の光源が発する光と同じまたは異なる色の光を発する第二
の光源が発光したとき上記照度センサが測定した光の量に基づいて、上記電源回路が上記
第二の光源に対して供給する電流を調整することを特徴とする請求項９または１０に記載
の照明装置。
【請求項１２】
　上記照明装置は、照度設定モードと通常モードとを含む複数の動作モードを有し、
　上記照明装置は、
　上記照度設定モードにおいて、上記照度センサが測定した光の量を記憶する目標光量記
憶部を有し、
　上記制御部は、上記通常モードにおいて、上記光源が発する光の量が、上記目標光量記
憶部が記憶した光量に近づくよう、上記電源回路が上記光源に対して供給する電流の量を
調整することを特徴とする請求項９から１１のいずれかに記載の照明装置。
【請求項１３】
　照明装置において、
　光源と、
　光を受光し、受光した光の量を測定する照度センサと、
　上記光源に対して電流を供給する電源回路と、
　上記電源回路が上記光源に対して供給する電流が上記光源の最大定格値を超えない範囲
内で、上記照度センサが測定した光の量が所定の目標光量に近づくよう、上記電源回路が
上記光源に対して供給する電流を調整する制御部と
を有し、
　上記照明装置は、照度設定モードと通常モードとを含む複数の動作モードを有し、
　上記照明装置は、
　上記照度設定モードにおいて、上記照度センサが測定した光の量を記憶する目標光量記
憶部を有し、
　上記制御部は、上記通常モードにおいて、上記光源が発する光の量が、上記目標光量記
憶部が記憶した光量に近づくよう、上記電源回路が上記光源に対して供給する電流の量を
調整することを特徴とする照明装置。
【請求項１４】
　上記照明装置は、
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　長尺溝状の溝部を有する光源配置部と、
　２以上の光源とを有し、
　２以上の上記光源は、上記溝部の内側側面に互いに対向して配置され、
　上記照度センサは、上記溝部の内側底面に配置されていることを特徴とする請求項１３
に記載の照明装置。
【請求項１５】
　上記照明装置は、上記光源を複数有し、
　上記制御部は、複数の上記光源のうち第一の光源が発光したとき上記照度センサが測定
した光の量に基づいて、上記電源回路が上記第一の光源に対して供給する電流を調整し、
複数の上記光源のうち上記第一の光源が発する光と同じまたは異なる色の光を発する第二
の光源が発光したとき上記照度センサが測定した光の量に基づいて、上記電源回路が上記
第二の光源に対して供給する電流を調整することを特徴とする請求項１３または１４に記
載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ＬＥＤなどの光源を有する照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤなどの光源は、同じ電流を流したときの明るさにバラツキがある。また、ＬＥＤ
などの光源は、経年劣化により、徐々に明るさが低下していく。
　照度センサを用いて、光源の明るさを検出し、光源の明るさを調整する技術がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１６３０９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　照度センサを用いて光源の明るさを調整すると、経年劣化により光源の明るさが低下す
るにつれ、光源の明るさを保つため、例えば光源に流れる電流が大きくなる。光源に過電
流が流れることにより、更に、光源の劣化が進む場合がある。
　この発明は、例えば上記のような課題を解決するためになされたものであり、照明装置
が発する光をほぼ一定に保ちつつ、光源の寿命短縮を防ぐことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明にかかる照明装置は、電流により光を発する光源と、光を受光し、受光した光
の量を測定する照度センサと、上記光源に対して電流を供給する電源回路と、上記電源回
路が上記光源に対して供給する電流の量が上記光源の最大定格値を超えない範囲内で、上
記照度センサが測定した光の量が所定の目標光量に近づくよう、上記電源回路が上記光源
に対して供給する電流の量を調整する制御部とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　この発明にかかる照明装置によれば、照明装置が発する光を長期間ほぼ一定に保つこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施の形態１における照明装置１００の外観を示す斜視図。
【図２】実施の形態１における照明装置１００の構造を示す側面視一部拡大断面図。
【図３】実施の形態１における照明装置１００の構成の一例を示すブロック構成図。
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【図４】実施の形態１における制御回路３００の構成を示すブロック構成図。
【図５】実施の形態１における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図。
【図６】実施の形態２における照明装置１００の外観を示す斜視図。
【図７】実施の形態２における照明装置１００の構造を示す側面視拡大断面図。
【図８】実施の形態２における照明装置１００の構造を示す側面視拡大断面図。
【図９】実施の形態２における照明装置１００の構成を示すブロック構成図。
【図１０】実施の形態２における制御回路３００の構成を示すブロック構成図。
【図１１】実施の形態２における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図。
【図１２】実施の形態３における制御回路３００の構成を示すブロック構成図。
【図１３】実施の形態３における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図。
【図１４】実施の形態４におけるリモコンの外観を示す斜視図。
【図１５】実施の形態５における照明装置１００の外観を示す斜視図。
【図１６】実施の形態５における照明装置１００の構造を示す平面図。
【図１７】実施の形態５における照明装置１００の構造を示す側面視拡大断面図。
【図１８】実施の形態５における制御回路３００の構成を示すブロック構成図。
【図１９】実施の形態５における制御回路３００の構成を示すブロック構成図。
【図２０】実施の形態５における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　実施の形態１．
　実施の形態１について、図１～図５を用いて説明する。
【０００９】
　図１は、この実施の形態における照明装置１００の外観を示す斜視図である。
　照明装置１００は、例えばＬＥＤ照明装置である。照明装置１００は、筐体１１０、反
射部１２０、基板１３０、光源１４１、遮光部２１０などを有する。
　光源１４１は、基板１３０（ＬＥＤモジュール基板）に実装され、電流により光を発す
る。光源１４１は、例えばＬＥＤである。反射部１２０は、光源１４１が発した光を拡散
反射もしくは鏡面反射する。筐体１１０は、光源１４１に対して電流を供給する電源回路
などを内蔵する。
【００１０】
　図２は、この実施の形態における照明装置１００の構造を示す側面視一部拡大断面図で
ある。
　遮光部２１０のなかには、照度センサ１５１がある。照度センサ１５１は、基板１３０
の光源１４１が実装された面と同一の面に実装されている。照度センサ１５１は、光を受
光し、受光した光の量を測定する。照度センサ１５１は、例えばフォトダイオードやフォ
トトランジスタである。遮光部２１０は、光源１４１が発した光以外の光を遮って、照度
センサ１５１が受光しないようにし、光源１４１が発した光だけを照度センサ１５１が受
光するようにする。
　遮光部２１０は、例えば二重構造の略円錐台形状である。遮光部２１０は、天面部２１
１、外円錐部２１２、内円錐部２１４などを有する。天面部２１１は、遮光部２１０の外
側の円錐台の天面であり、略円板状である。天面部２１１の外側の面は、光を拡散反射も
しくは鏡面反射する。また、天面部２１１の内側の面は、例えば白色であり、光を拡散反
射する。外円錐部２１２は、遮光部２１０の外側の円錐台の側面である。外円錐部２１２
の外側の面は、光を拡散反射もしくは鏡面反射する。外円錐部２１２の内側の面は、例え
ば黒色であり、光を吸収する。外円錐部２１２には、外採光穴２１３が設けられている。
外採光穴２１３は、光源１４１が発した光が、天面部２１１のちょうど中央付近に当たる
位置に設けられている。内円錐部２１４は、遮光部２１０の内側の円錐台の側面である。
内円錐部２１４の外側の面は、例えば黒色であり、光を吸収する。内円錐部２１４は、光
源１４１以外の方向から外採光穴２１３を通って外円錐部２１２の内側に入ってきた光を
遮る。遮光部２１０の内側の円錐台の天面は、開口していて、内採光穴２１５が設けられ
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ている。これにより、照度センサ１５１は、天面部２１１の内側の中央付近に当たって拡
散反射した光だけを受光する。
　なお、遮光部２１０の構造は、一例であり、照度センサ１５１が、光源１４１が発した
光だけを受光し、それ以外の光を受光しないようにする構成であれば、他の構成であって
もよい。
【００１１】
　図３は、この実施の形態における照明装置１００の構成の一例を示すブロック構成図で
ある。
　照明装置１００は、商用電源などの交流電源ＡＣから電力の供給を受けて、光源１４１
を点灯する。照明装置１００は、光源回路１４０、照度検出回路１５０、電源回路１６０
、電流検出回路１７０、制御回路３００などを有する。
　光源回路１４０（ＬＥＤ光源部）は、基板１３０に実装された光源１４１を有する回路
である。光源回路１４０は、電源回路１６０から電流の供給を受けて、光源１４１を点灯
する。照度検出回路１５０は、基板１３０に実装された照度センサ１５１を有する回路で
ある。照度検出回路１５０は、照度センサ１５１が受光した光の量を測定した結果を表わ
す信号を出力する。なお、照度センサ１５１が複数ある場合には、照度検出回路１５０は
、複数の照度センサ１５１が受光した光の量の合計を算出する。電源回路１６０（ＬＥＤ
点灯装置）は、交流電源ＡＣから電力を供給され、光源回路１４０に対して電流を供給す
る。電源回路１６０は、例えば、ダイオードブリッジや交流直流変換回路などを有する。
電流検出回路１７０は、電源回路１６０から光源回路１４０に供給される電流を検出する
。
　制御回路３００は、照度検出回路１５０が検出した光量と、電流検出回路１７０が測定
した電流とに基づいて、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流を調整する。制
御回路３００は、電源回路１６０を制御する制御信号を生成する。制御回路３００は、照
度検出回路１５０が検出した光量が、目標光量に一致するよう、電源回路１６０を制御す
る。すなわち、照度検出回路１５０が検出した光量が目標光量より小さければ、電源回路
１６０が光源回路１４０に供給する電流を増やすよう、電源回路１６０を制御する。逆に
、照度検出回路１５０が検出した光量が目標光量より大きければ、電源回路１６０が光源
回路１４０に供給する電流を減らすよう、電源回路１６０を制御する。なお、電流検出回
路１７０が検出した電流が光源回路１４０の最大定格値に達した場合、制御回路３００は
、照度検出回路１５０が検出した光量が目標光量より小さくても、電源回路１６０が光源
回路１４０に供給する電流をそれ以上増やさないよう、電源回路１６０を制御する。光源
回路１４０の最大定格値を超える電流を電源回路１６０が光源回路１４０に供給すると、
光源１４１の寿命が極端に短くなったり、光源１４１が故障（オープン故障や短絡故障な
ど）したりするからである。
【００１２】
　図４は、この実施の形態における制御回路３００の構成の一例を示すブロック構成図で
ある。
　制御回路３００は、初回通電検出部３１０、目標光量記憶部３８０、制御信号生成部３
９０、最適信号入力部３２０を有する。制御回路３００（制御部）は、例えばマイコンで
ある。マイコンは、プログラムを実行する処理装置、プログラムやデータを記憶する不揮
発性および揮発性の記憶装置、他の回路との間の信号を入出力する入力装置や出力装置な
どを有する。マイコンは、処理装置がプログラムを実行することにより、初回通電検出部
３１０、目標光量記憶部３８０、制御信号生成部３９０などの機能ブロックを実現する。
　初回通電検出部３１０は、照明装置１００に通電されたのが、工場出荷後初めてである
か否かを検出する。例えば、初回通電検出部３１０は、目標光量記憶部３８０が目標光量
を記憶していない場合、工場出荷後初めての通電であると判定する。
　目標光量記憶部３８０は、目標光量を記憶する。目標光量記憶部３８０は、工場出荷時
には、目標光量を記憶していない。目標光量記憶部３８０は、初回通電検出部３１０が、
工場出荷後初めての通電であると判定した場合、照度検出回路１５０が検出した光量を、
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目標光量として記憶する。
【００１３】
　制御信号生成部３９０は、初回通電検出部３１０の検出結果と、目標光量記憶部３８０
が記憶した目標光量と、照度検出回路１５０が検出した光量と、電流検出回路１７０が検
出した電流とに基づいて、電源回路１６０を制御する制御信号を生成する。
　最適信号入力部３２０は、最適信号を入力する。最適信号は、照明装置１００の現在の
光量が所望の光量であるか否かを表わす。また、最適信号は、照明装置１００の現在の光
量が所望の光量でない場合、明るすぎるのか暗すぎるのかを表わす。
　例えば、照明装置１００の取付作業を行う作業者が、照明装置１００の取付完了後に試
験点灯して、照明装置１００の明るさが設計通りであるか否かを、照度計などを用いて測
定する。例えば、一般的なオフィス空間の照度設計において机上面照度が７５０ｌｘにな
るよう設計する場合がある。作業者は、測定結果に基づいて、照明装置１００に最適信号
を入力する。
　例えば、最適信号入力部３２０は、最適信号を入力するための専用のコネクタを有し、
作業者が最適信号入力装置をコネクタに接続して、最適信号を入力する。あるいは、最適
信号入力部３２０は、リモコン用の赤外線受光部などを介して、最適信号を入力する構成
であってもよい。
【００１４】
　工場出荷後初めての通電であると初回通電検出部３１０が判定した場合（初期設定モー
ド）、制御信号生成部３９０は、電流検出回路１７０が検出した電流を参照しつつ、電源
回路１６０が光源回路１４０に対して供給する電流が光源回路１４０の最大定格値の例え
ば７０％になるよう、電源回路１６０を制御する。制御信号生成部３９０は、最適信号入
力部３２０が入力した最適信号に基づいて、照明装置１００の現在の光量が多すぎる場合
には、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流を減らすよう、電源回路１６０を
制御する。逆に、照明装置１００の現在の光量が少なすぎる場合、制御信号生成部３９０
は、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流を増やすよう、電源回路１６０を制
御する。ただし、制御信号生成部３９０は、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する
電流が光源回路１４０の最大定格値に達した場合、電源回路１６０が光源回路１４０に供
給する電流をそれ以上増やさない。なお、光源１４１が新品の状態で、電源回路１６０が
光源回路１４０に供給する電流が光源回路１４０の最大定格値に達していると、電源回路
１６０が光源回路１４０に供給する電流をそれ以上増やすことができないので、光源１４
１の光量が経年劣化により低下すると、照明装置１００の発光量を一定に保つことができ
ない。このため、光源１４１が新品の状態において電源回路１６０が光源回路１４０に供
給する電流は、例えば最大定格値の８０％を上限とする構成としてもよい。すなわち、制
御信号生成部３９０は、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流が光源回路１４
０の最大定格値の８０％に達した場合、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流
をそれ以上増やさない。これにより、少なくとも、光源１４１の光量が約８０％に低下す
るまでの間は、照明装置１００の発光量を一定に保つことができる。
　また、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流が上限に達しているにもかかわ
らず、照明装置１００の現在の光量が小さすぎることを表わす最適信号を最適信号入力部
３２０が入力した場合、照明装置１００は、そのことを作業者に光源１４１の点滅や警告
音等で通知する構成であってもよい。
【００１５】
　目標光量記憶部３８０は、工場出荷後最初の通電であると初回通電検出部３１０が判定
し、かつ、最適信号入力部３２０が入力した最適信号に基づいて照明装置１００の現在の
光量が所望の光量である場合、照度検出回路１５０が検出した光量を、目標光量として記
憶する。
【００１６】
　工場出荷後二回目以降の通電であると初回通電検出部３１０が判定した場合（通常モー
ド）、制御信号生成部３９０は、照度検出回路１５０が検出した光量を参照しつつ、電流
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検出回路１７０が検出した電流が光源回路１４０の最大定格値を超えない範囲内で、照度
検出回路１５０が検出した光量が、目標光量記憶部３８０が記憶した目標光量に近づくよ
う、電源回路１６０を制御する。
【００１７】
　図５は、この実施の形態における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図であ
る。
　点灯処理Ｓ６００において、照明装置１００は、光源１４１を点灯する。点灯処理Ｓ６
００は、初回通電検出工程Ｓ６１１、設定値点灯工程Ｓ６１２、目標光量記憶工程Ｓ６１
４、調整点灯工程Ｓ６２０を有する。交流電源ＡＣから照明装置１００への電力供給が始
まると、制御回路３００は、動作を開始し、初回通電検出工程Ｓ６１１から処理を始める
。
　初回通電検出工程Ｓ６１１において、初回通電検出部３１０は、これが、工場出荷後最
初の通電であるか否かを検出する。最初の通電である場合、制御回路３００は、設定値点
灯工程Ｓ６１２へ処理を進める。二回目以降の通電である場合、制御回路３００は、調整
点灯工程Ｓ６２０へ処理を進める。
　設定値点灯工程Ｓ６１２において、制御信号生成部３９０は、電源回路１６０が光源回
路１４０に供給する電流が電流設定値に一致するよう、電源回路１６０を制御する。電流
設定値の初期値は、例えば光源回路１４０の最大定格値の７０％である。制御回路３００
は、最適信号入力工程Ｓ６１３へ処理を進める。
　最適信号入力工程Ｓ６１３において、最適信号入力部３２０は、最適信号を入力する。
　最適信号入力部３２０が入力した最適信号に基づいて、照明装置１００の光量が適切な
光量である場合、制御回路３００は、目標光量記憶工程Ｓ６１４へ処理を進める。
　照明装置１００の光量が適切な光量でない場合、制御信号生成部３９０は、電流設定値
を変更して、設定値点灯工程Ｓ６１２に処理を戻す。照明装置１００の光量が適切な光量
よりも多い場合、制御信号生成部３９０は、電流設定値を小さくする。照明装置１００の
光量が適切な光量よりも少なく、電流設定値があらかじめ定めた電流設定値の最大値より
小さい場合、制御信号生成部３９０は、電流設定値を大きくする。
　設定値点灯工程Ｓ６１２において、制御信号生成部３９０は、電源回路１６０が光源回
路１４０に対して供給する電力が光源回路１４０の最大定格値の７０％になるよう、電源
回路１６０を制御する。これにより、光源１４１が点灯し、光源１４１が発した光を照度
センサ１５１が受光する。
　目標光量記憶工程Ｓ６１４において、目標光量記憶部３８０は、照度検出回路１５０が
検出した光量を目標光量として記憶する。制御回路３００は、調整点灯工程Ｓ６２０へ処
理を進める。
　調整点灯工程Ｓ６２０において、制御信号生成部３９０は、電源回路１６０が光源回路
１４０に供給する電流が光源回路１４０の最大定格値を超えない範囲内で、照度検出回路
１５０が検出した光量が、目標光量記憶部３８０が記憶した目標光量と一致するよう、電
源回路１６０を制御する。制御回路３００は、交流電源ＡＣから照明装置１００への電力
供給が停止するまで、調整点灯工程Ｓ６２０を繰り返す。
【００１８】
　なお、照明装置１００の光量が所望の光量であることを表わす最適信号を最適信号入力
部３２０が入力する前に、交流電源ＡＣから照明装置１００への電力供給が停止した場合
、目標光量記憶部３８０が目標光量を記憶することなく、点灯処理Ｓ６００が終了する。
次回、交流電源ＡＣから照明装置１００に対する電力供給が開始すると、目標光量記憶部
３８０が目標光量を記憶していないので、初回通電検出部３１０は、工場出荷後最初の通
電であると判定する。これにより、制御回路３００は、初期調整処理（設定値点灯工程Ｓ
６１２～目標光量記憶工程Ｓ６１４）を実行する。
【００１９】
　このようにして、光源１４１の初期照度にバラツキがある場合でも、照明装置１００の
目標光量を一定にすることができ、光源１４１の経年劣化による光量の低下を補償して、
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照明装置１００の発光量を一定に保つことができる。
【００２０】
　光源１４１は、経年劣化により徐々に発光量が低下する。目標光量記憶部３８０は、光
源１４１が新品のときの発光量に応じて照度検出回路１５０が検出した光量を記憶する。
制御信号生成部３９０は、これを目標として、光源１４１の発光量を調整する。すなわち
、光源１４１の発光量が低下すると、その分、電源回路１６０が光源回路１４０に供給す
る電流を増やして、照明装置１００の発光量を一定に保つ。目標光量は、光源１４１が新
品のときに最大定格値の例えば７０％の電流で発光する光量をもとにして設定するので、
電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流を光源回路１４０の最大定格値にすれば
、光源１４１の発光量が約７０％に落ちた場合でも、新品のときとほぼ同じ発光量にする
ことができる。すなわち、光源１４１が寿命を迎えるまで、照明装置１００は、ほぼ一定
の明るさを保つことができる。
【００２１】
　なお、光源１４１が寿命を迎えても、照明装置１００は、ほぼ一定の明るさを保ってい
るので、利用者は、照明装置１００を交換せずに、そのまま使い続ける可能性がある。光
源１４１が発光量が約７０％を下回ると、光源回路１４０の最大定格値に相当する電流を
電源回路１６０が光源回路１４０に供給しても、照明装置１００の発光量を一定に保つこ
とはできない。したがって、光源１４１の発光量の低下に伴い、照明装置１００の明るさ
が低下していく。これにより、利用者に対して、照明装置１００の交換を促すことができ
る。また、光源回路１４０の最大定格値を超える電力を電源回路１６０が光源回路１４０
に対して供給しないので、光源１４１の劣化を速めることがない。
　また、遮光部２１０が外光を遮るので、照度検出回路１５０は、光源１４１が発した光
だけを検出することができる。光源１４１の経年劣化による照度低下を抑制し、あらかじ
め設定した照度で長期間の発光を実現することができる。光源１４１に過電流が流れるこ
とによる短寿命化を防止することができる。
　なお、光源１４１が新品のとき光源回路１４０に対して供給する電流を光源回路１４０
の最大定格値の例えば７０％にして、照度検出回路１５０が検出する光量を、目標光量記
憶部３８０が目標光量として記憶する代わりに、光源１４１が新品のとき光源回路１４０
に対して供給する電流を光源回路１４０の最大定格値と等しくして、照度検出回路１５０
が検出する光量に例えば７０％など所定の初期補正値を乗じた値を、目標光量記憶部３８
０が目標光量として記憶する構成であってもよい。
【００２２】
　実施の形態２．
　実施の形態２について、図６～図１１を用いて説明する。
　なお、実施の形態１と共通する部分については、同一の符号を付し、説明を省略する。
　この実施の形態における照明装置１００は、あらかじめ測定した関係を記憶しておくこ
とにより、照明装置１００の取付時における調整作業の手間を削減する。
【００２３】
　図６は、この実施の形態における照明装置１００の外観を示す斜視図である。
　照明装置１００は、筐体１１０、反射部１２０、光源１４１、照度センサ１５１、遮光
部２２０を有する。
　遮光部２２０（反射遮光板）は、平面板状であり、光を通さない不透明な材料で形成さ
れている。遮光部２２０は、操作部２２１、光源用開口部２２２、センサ用開口部２２３
を有する。遮光部２２０は、横方向にスライド可能に配置されている。操作部２２１は、
利用者の指を当てて遮光部２２０をスライドさせるための部分である。光源用開口部２２
２は、光源１４１に対応する位置に設けられている。光源用開口部２２２は、光源１４１
が発した光を外部に出すための貫通穴である。光源用開口部２２２は、遮光部２２０がい
ずれの位置にスライドしても光源１４１が発した光を外部に出すことができるよう、遮光
部２２０がスライドする方向に長い形状である。センサ用開口部２２３は、照度センサ１
５１に対応する位置に設けられている。センサ用開口部２２３は、外部からの光を照度セ
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ンサ１５１に受光させるための貫通穴である。センサ用開口部２２３は、遮光部２２０を
スライドさせると、照度センサ１５１に対応する位置から外れ、外部からの光を照度セン
サ１５１が受光しないようにすることができる。
【００２４】
　図７は、この実施の形態における照明装置１００の構造を示す側面視拡大断面図である
。
　光源１４１や照度センサ１５１は、基板１３０の同一の面に実装されている。遮光部２
２０は、隔壁２２４を有する。隔壁２２４は、光源用開口部２２２とセンサ用開口部２２
３との間に配置されている。隔壁２２４は、遮光部２２０の裏側にあり、基板１３０との
間を塞いでいる。
　遮光部２２０をスライドさせて、センサ用開口部２２３を介して照度センサ１５１が外
部の光を受光する位置にした場合、隔壁２２４は、光源１４１と照度センサ１５１との間
を塞いで、光源１４１が発した光を遮り、照度センサ１５１が受光しないようにする。
【００２５】
　図８は、この実施の形態における照明装置１００の構造を示す側面視拡大断面図である
。
　隔壁２２４には、隔壁開口部２２５が設けられている。遮光部２２０をスライドさせて
、照度センサ１５１が外部からの光を受光しない位置にした場合、光源１４１と照度セン
サ１５１との間に、隔壁開口部２２５が来る。これにより、照度センサ１５１は、隔壁開
口部２２５を介し、光源１４１が発した光を受光する。光源１４１が発した光は、遮光部
２２０の裏側で反射して、照度センサ１５１に到達する。
【００２６】
　すなわち、遮光部２２０の位置により、光源１４１が発した光を照度センサ１５１が受
光するモード（以下「定発光モード」と呼ぶ。）と、外部からの光を照度センサ１５１が
受光するモード（以下「定照度モード」と呼ぶ。）との２つのモードを切り替えることが
できる。
【００２７】
　図９は、この実施の形態における照明装置１００の構成を示すブロック構成図である。
　照明装置１００は、実施の形態１で説明した構成に加えて、更に、モード検出部１８０
を有する。
　モード検出部１８０は、遮光部２２０の位置を検出することにより、定発光モードであ
るか、定照度モードであるかを検出し、検出結果を表わす信号を出力する。例えば、モー
ド検出部１８０は、遮光部２２０に接触してオンオフするスイッチである。
【００２８】
　図１０は、この実施の形態における制御回路３００の構成を示すブロック構成図である
。
　制御回路３００は、調光度入力部３３０、発光関係記憶部３４０、照度関係記憶部３５
０、目標光量算出部３８５、制御信号生成部３９０を有する。
　調光度入力部３３０は、調光度を入力する。調光度は、照明装置１００を点灯する明る
さを表わす。例えば、調光度入力部３３０は、パルス幅変調された調光信号を入力するこ
とにより、調光度を入力する。あるいは、調光度入力部３３０は、利用者が操作したリモ
コンが送信した赤外線信号を受信することにより、調光度を入力する。
【００２９】
　発光関係記憶部３４０は、照明装置１００の調光度と、その調光度で照明装置１００を
点灯したとき照度検出回路１５０が検出する光量との間の関係を、あらかじめ記憶してい
る。例えば、発光関係記憶部３４０は、表形式で、調光度と光量との間の関係を記憶する
。あるいは、発光関係記憶部３４０は、調光度と光量との間の関係を近似する近似式（例
えば一次式）の係数を記憶する。
　調光度と光量との間の関係は、例えば、個々の照明装置１００について、点灯試験を行
い、測定した結果に基づいて算出し、算出した関係を発光関係記憶部３４０が記憶する。
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あるいは、１つの照明装置１００について点灯試験を行い、同じ型の照明装置１００につ
いては、同じ関係を発光関係記憶部３４０が記憶する。
　照度関係記憶部３５０は、照明装置１００の調光度と、照明装置１００が発した光に照
らされた被照物に反射した光を照度センサ１５１が受光したとき照度検出回路１５０が検
出する光量との間の関係を、あらかじめ記憶している。
　目標光量算出部３８５は、調光度入力部３３０が入力した調光度に基づいて、目標光量
を算出する。モード検出部１８０が検出したモードが定発光モードである場合、目標光量
算出部３８５は、発光関係記憶部３４０が記憶した調光度と光量との関係に基づいて、目
標光量を算出する。モード検出部１８０が検出したモードが定照度モードである場合、目
標光量算出部３８５は、発光関係記憶部３４０が記憶した調光度と光量との関係に基づい
て、目標光量を算出する。
　制御信号生成部３９０は、電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流が光源回路
１４０の最大定格値を超えない範囲内で、照度検出回路１５０が検出した光量と、目標光
量算出部３８５が算出した目標光量とが一致するよう、電源回路１６０を制御する。
【００３０】
　図１１は、この実施の形態における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図で
ある。
　点灯処理Ｓ６００は、調光度入力工程Ｓ６３１、モード検出工程Ｓ６３３、目標光量算
出工程Ｓ６３４、調整点灯工程Ｓ６２０を有する。交流電源ＡＣから照明装置１００への
電力供給が始まると、制御回路３００は、動作を開始し、調光度入力工程Ｓ６３１から処
理を始める。
　調光度入力工程Ｓ６３１において、調光度入力部３３０は、調光度を入力する。
　モード検出工程Ｓ６３３において、モード検出部１８０は、モードを検出する。
　目標光量算出工程Ｓ６３４において、目標光量算出部３８５は、モード検出工程Ｓ６３
３でモード検出部１８０が検出したモードが定発光モード（外光遮断モード）である場合
、発光関係記憶部３４０が記憶した調光度と光量との関係に基づいて、調光度入力工程Ｓ
６３１で調光度入力部３３０が入力した調光度に対応する光量を算出する。目標光量算出
部３８５は、モード検出工程Ｓ６３３でモード検出部１８０が検出したモードが定照度モ
ード（外光検知モード）である場合、発光関係記憶部３４０が記憶した調光度と光量との
関係に基づいて、調光度入力工程Ｓ６３１で調光度入力部３３０が入力した調光度に対応
する光量を算出する。
【００３１】
　定発光モードでは、調整点灯工程Ｓ６２０において、制御信号生成部３９０は、電源回
路１６０が光源回路１４０に対して供給する電力が光源回路１４０の最大定格値を超えな
い範囲内で、照度検出回路１５０が検出した光量が、目標光量算出工程Ｓ６３４で目標光
量算出部３８５が算出した光量と一致するよう、電源回路１６０を制御する。制御回路３
００は、調光度入力工程Ｓ６３１に処理を戻す。制御回路３００は、交流電源ＡＣから照
明装置１００に対する電力供給が停止するまで、これを繰り返す。
【００３２】
　このように、照明装置１００の調光度と、照度検出回路１５０が検出する光量との間の
関係をあらかじめ測定し、発光関係記憶部３４０が記憶しておくことにより、照明装置１
００の設置現場での調整作業の手間を削減することができる。
【００３３】
　定照度モードにおいて、照度センサ１５１は、光源１４１が発した光を直接受光するの
ではなく、光源１４１が発した光に照らされた被照物に反射した光を受光する。被照物は
、光源１４１が発した光だけでなく、外光など他の光にも照らされるので、照度検出回路
１５０が検出する光量は、光源１４１が発した光の量ではなく、被照物の照度に比例する
。制御信号生成部３９０は、照度検出回路１５０が検出する光量が目標光量に一致するよ
うに、電源回路１６０を制御する。すなわち、照明装置１００は、被照物の照度が一定に
なるような明るさで点灯する。例えば、窓の外からの太陽光などがある場合、照明装置１
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００は、暗く点灯する。これにより、省エネを図ることができる。
【００３４】
　このように、定発光モードと定照度モードとを簡単に切り替えることができ、照度セン
サ１５１を、両方のモードで共用するので、照明装置１００の製造コストを抑えつつ、省
エネを図ることができる。定発光モードでは、外光を遮断するので、照度センサ１５１は
、光源１４１が放射した光を検出することができる。定照度モードでは、光源１４１が発
した光をすべて外部に放射するので、照明装置１００の発光効率を高めることができ、照
度センサ１５１は、太陽光などの外光を含めた机上面などの照度を検出することができる
。
　なお、遮光部２２０の形状は、一例であり、遮光部２２０は、横方向にスライドするの
ではなく、縦方向に移動する構成であってもよいし、回転して移動する構成であってもよ
い。
【００３５】
　実施の形態３．
　実施の形態３について、図１２～図１３を用いて説明する。
　なお、実施の形態２と共通する部分については、同一の符号を付し、説明を省略する。
【００３６】
　この実施の形態における照明装置１００は、照明装置１００が設置された環境で、調光
度と、被照物に反射した光を照度センサ１５１が受光して照度検出回路１５０が検出する
光量との間の関係を測定し、照度関係記憶部３５０が記憶する。
【００３７】
　図１２は、この実施の形態における制御回路３００の構成を示すブロック構成図である
。
　制御回路３００は、実施の形態４で説明した構成に加えて、更に、最適信号入力部３２
０を有する。最適信号入力部３２０は、最適信号を入力する。最適信号は、被照物の照度
が所望の照度であるか否かを表わす。また、最適信号は、被照物の照度が所望の照度でな
い場合、被照物の照度が明るすぎるのか暗すぎるのかを表わす。
　照度関係記憶部３５０は、照明装置１００の調光度と、被照物に反射した光を照度セン
サ１５１が受光して照度検出回路１５０が検出する光量との間の関係を、あらかじめ記憶
している。ただし、照度関係記憶部３５０が記憶している調光度と光量との間の関係は、
一般的にある程度の妥当性があるものに過ぎず、必ずしも、照明装置１００が設置された
環境に最適なものではない。照度関係記憶部３５０は、最適信号入力部３２０が入力した
最適信号に基づいて、記憶した関係を調整し、最適なものにする。
【００３８】
　最適信号入力部３２０が入力した最適信号が、被照物の照度が明るすぎることを表わす
場合、照度関係記憶部３５０は、調光度入力部３３０が入力した調光度に対応して記憶し
ている光量を小さくする。逆に、最適信号入力部３２０が入力した最適信号が、被照物の
照度が暗すぎることを表わす場合、照度関係記憶部３５０は、調光度入力部３３０が入力
した調光度に対応して記憶している光量を大きくする。目標光量算出部３８５は、照度関
係記憶部３５０が変更した光量を、目標光量として算出する。制御信号生成部３９０は、
電源回路１６０が光源回路１４０に供給する電流が光源回路１４０の最大定格値を超えな
い範囲内で、照度検出回路１５０が検出した光量と、目標光量算出部３８５が算出した目
標光量とが一致するよう、電源回路１６０を制御する。これにより、被照物の照度が明る
すぎる場合には、照明装置１００が発する光が弱くなり、被照物の照度が暗すぎる場合に
は、照明装置１００が発する光が強くなる。
【００３９】
　図１３は、この実施の形態における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図で
ある。
　点灯処理Ｓ６００は、実施の形態４で説明した工程に加えて、更に、最適信号入力判定
工程Ｓ６１５、照度関係調整工程Ｓ６１６を有する。
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　調整点灯工程Ｓ６２０において、制御信号生成部３９０は、電源回路１６０が光源回路
１４０に対して供給する電流が光源回路１４０の最大定格値を超えない範囲内で、照度検
出回路１５０が検出した光量が、目標光量算出工程Ｓ６３４で目標光量算出部３８５が算
出した目標光量に一致するよう、電源回路１６０を制御する。モード検出工程Ｓ６３３で
モード検出部１８０が検出したモードが定発光モードである場合、制御回路３００は、調
光度入力工程Ｓ６３１に処理を戻す。モード検出工程Ｓ６３３でモード検出部１８０が検
出したモードが定照度モードである場合、制御回路３００は、最適信号入力判定工程Ｓ６
１５へ処理を進める。
　最適信号入力判定工程Ｓ６１５において、最適信号入力部３２０は、照明装置１００に
対する最適信号の送信があれば、最適信号を入力する。最適信号入力部３２０が入力した
最適信号が、被照物の照度が所望の照度でないことを表わす場合、制御回路３００は、照
度関係調整工程Ｓ６１６へ処理を進める。最適信号入力部３２０が入力した最適信号が、
被照物の照度が所望の照度であることを表わす場合や、最適信号入力部３２０が最適信号
を入力しなかった場合は、制御回路３００は、調光度入力工程Ｓ６３１に処理を戻す。
　照度関係調整工程Ｓ６１６において、照度関係記憶部３５０は、最適信号入力判定工程
Ｓ６１５で最適信号入力部３２０が入力した最適信号に基づいて、記憶した調光度と光量
との関係を調整する。制御回路３００は、調光度入力工程Ｓ６３１に処理を戻す。
　制御回路３００は、交流電源ＡＣから照明装置１００への電力供給が停止するまで、こ
れを繰り返す。
【００４０】
　これにより、照明装置１００が設置された環境に適した照度調整をすることができる。
　なお、照度関係記憶部３５０は、最適信号に基づいて、現在の調光度に対応する光量を
増減するだけでなく、比例関係を保ったまま、他の調光度に対応する光量も増減する構成
であってもよい。そうすれば、調光度ごとに調整をする必要がないので、調整作業の手間
を削減することができる。
　また、この実施の形態における照明装置１００は、実施の形態２と異なり、工場出荷後
最初の通電時だけでなく、最適信号を入力した場合に、初期調整処理をする。これは、部
屋の模様替えなどにより、再調整が必要になる可能性があるからである。
【００４１】
　実施の形態４．
　実施の形態４について、図１４を用いて説明する。
　なお、実施の形態３と共通する部分については、同一の符号を付し、説明を省略する。
　この実施の形態における照明装置１００は、リモコンが入力した利用者の操作にしたが
って、照度やモードを切り替える。
【００４２】
　図１４は、この実施の形態におけるリモコンの外観を示す斜視図である。
　リモコンは、例えば、照度設定部と、外光モード切替部と、発光モード切替部と、設定
モード切替部とを有する。
　照度設定部は、例えば、利用者が操作する操作ボタンを有する。照度設定部は、利用者
の操作にしたがって、居室内の照度を設定する。使用用途によって居室内に求められる照
度は異なるので、照度設定部は、例えば、照度設定値を、デフォルト値の７５０ｌｘのま
まにするか、１０００ｌｘに変更するかなど、複数の異なる照度のなかから利用者が選択
した照度を設定する。照度設定部は、設定した照度設定値を表わす照度設定値信号を生成
し、照明装置１００に対して送信する。
　外光モード切替部は、例えば、利用者が操作する操作ボタンを有する。外光モード切替
部は、利用者の操作にしたがって、外光モードと遮光モードとを切り替える。外光モード
切替部は、外光モードと遮光モードとの切り替えを表わす外光モード切替信号を生成し、
照明装置１００に対して送信する。
　発光モード切替部は、例えば、利用者が操作する操作ボタンを有する。発光モード切替
部は、利用者の操作にしたがって、定発光モードと定照度モードとを切り替える。発光モ
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ード切替部は、定照度モード時において一時的に明るさが必要になった場合などに、利用
者が手動で定発光モードに切り替えるためのものである。発光モード切替部は、定発光モ
ードと定照度モードとの切り替えを表わす発光モード切替信号を生成し、照明装置１００
に対して送信する。
　設定モード切替部は、例えば、利用者が操作する操作ボタンを有する。設定モード切替
部は、照度設定モードと通常モードとを切り替える。設定モード切替部は、例えば間仕切
りの変更などによって再度照度設定が必要になったときなどに、利用者が手動で設定モー
ドに切り替えるためのものである。設定モード切替部は、照度設定モードと通常モードと
の切り替えを表わす設定モード切替信号を生成し、照明装置１００に対して送信する。
【００４３】
　照明装置１００において、遮光部２２０は、利用者が手動で動かすのではなく、リモコ
ンが送信した外光モード切替信号に基づいて、モータなどの動力により移動する。外光モ
ードの場合、遮光部２２０は、外部からの光を照度センサ１５１が受光する位置に移動す
る。また、遮光モードの場合、遮光部２２０は、外部からの光を照度センサ１５１が受光
せず、光源１４１が発した光を照度センサ１５１が受光する位置に移動する。
　モード検出部１８０は、リモコンが送信した外光モード切替信号に基づいて、原則とし
て、外光モードのときは定照度モード、遮光モードのときは定発光モードであると判定す
る。ただし、リモコンが送信した発光モード切替信号が定発光モードを表わす場合、モー
ド検出部１８０は、外光モードであっても定発光モードであると判定する。
　最適信号入力部３２０は、工場出荷後最初の通電時や、リモコンが送信した設定モード
切替信号が照度設定モードを表わす場合に、最適信号を入力する。これにより、照明装置
１００は、初期調整処理を行う。また、それ以外の場合、最適信号入力部３２０は、最適
信号を入力しない。これにより、利用者が意図しない最適信号の入力により、照明装置１
００が初期調整処理を実行するのを防ぐ。
【００４４】
　実施の形態５．
　実施の形態５について、図１５～図２０を用いて説明する。
　なお、実施の形態１～実施の形態４と共通する部分については、同一の符号を付し、説
明を省略する。
【００４５】
　図１５は、この実施の形態における照明装置１００の外観を示す斜視図である。
　照明装置１００は、長尺形状のライン照明である。照明装置１００は、筐体１１０、基
板１３１，１３２、２種類の光源１４１，１４２、照度センサ１５１などを有する。筐体
１１０（光源配置部）は、溝部１１１を有する。溝部１１１は、長尺溝状であり、内側に
光源１４１，１４２や照度センサ１５１が配置されている。光源１４１と光源１４２とは
、発光色が異なる。光源１４１が発する光の量と、光源１４２が発する光の量とを調整す
ることにより、照明装置１００は、２つの発光色の間の様々な色の光を作ることができる
。例えば、光源１４１は昼白色、光源１４２は電球色であり、照明装置１００は、昼白色
と電球色との間の様々な相関色温度の光を作る。光源１４１，１４２は、基板１３１に実
装されている。基板１３１は、溝部１１１の内側側面に配置されている。照度センサ１５
１は、基板１３２に実装されている。基板１３２は、溝部１１１の内側底面に配置されて
いる。
　なお、図示していないが、照明装置１００は、溝部１１１の上を塞ぐ位置に、半透明の
拡散板を有していてもよい。
【００４６】
　図１６は、この実施の形態における照明装置１００の構造を示す平面図である。
　基板１３１には、２種類の光源１４１と光源１４２とが直線状に並べて交互に配置され
ている。照明装置１００は、向かい合って配置された２枚の基板１３１を有する。一方の
基板１３１において光源１４１が配置された位置と、他方の基板１３１において光源１４
２が配置された位置とは、互いに対向している。すなわち、光源１４１と光源１４２とが
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向かい合って配置されており、２つの光源１４１，１４２が発する光の混色が進む。
　基板１３２には、複数の照度センサ１５１が、基板１３２の長尺方向の中心軸上にほぼ
直線状に並べて配置されている。照度センサ１５１の位置は、光源１４１が発する光と、
光源１４２が発する光とをほぼ均等に受光する位置であることが望ましい。
【００４７】
　図１７は、この実施の形態における照明装置１００の構造を示す側面視拡大断面図であ
る。
　向かい合う２枚の基板１３１は、基板１３２に対して略垂直に配置されている。照度セ
ンサ１５１は、基板１３２の略中心線上に配置され、光源１４１が発する光と、光源１４
２が発する光とをほぼ均等に受光する。なお、照度センサ１５１は、溝部１１１の開口方
向を向いていて、遮光部が存在しないため、光源１４１，１４２が発した光だけでなく、
それ以外の光も受光する。
【００４８】
　図１８は、この実施の形態における制御回路３００の構成を示すブロック構成図である
。
　制御回路３００は、２つの光源回路１４０ａ，１４０ｂ、照度検出回路１５０、２つの
電源回路１６０ａ，１６０ｂ、２つの電流検出回路１７０ａ，１７０ｂ、２つのスイッチ
ング回路１９０ａ，１９０ｂを有する。
　光源回路１４０ａは、２枚の基板１３１に実装された２種類の光源１４１，１４２のう
ち、光源１４１を有する回路である。光源回路１４０ａは、電源回路１６０ａから出力さ
れる電流の供給を受けて、光源１４１を点灯する。電源回路１６０ａは、交流電源ＡＣか
ら供給された電力を、光源回路１４０ａに供給する電流に変換する。電流検出回路１７０
ａは、電源回路１６０ａから光源回路１４０ａに供給される電流を検出する。スイッチン
グ回路１９０ａは、制御回路３００からの指示にしたがって、電源回路１６０ａから光源
回路１４０ａへの電力供給を遮断する。
　光源回路１４０ｂ、電源回路１６０ｂ、電流検出回路１７０ｂ、スイッチング回路１９
０ｂも、光源回路１４０ａ、電源回路１６０ａ、電流検出回路１７０ａ、スイッチング回
路１９０ａと同じ動作である。なお、電源回路１６０ａと電源回路１６０ｂとで共有でき
る部分（例えばダイオードブリッジなど）は、共通化した構成としてもよい。
　照度検出回路１５０は、基板１３２に実装された照度センサ１５１を有する回路であり
、照度センサ１５１が受光した光の量の合計を表わす信号を出力する。
　制御回路３００は、スイッチング回路１９０ａ，１９０ｂを制御して、２種類の光源１
４１、１４２を点灯消灯し、それぞれのタイミングで照度検出回路１５０が検出した光量
に基づいて、それぞれの種類の光源１４１，１４２が発した光の量を算出する。制御回路
３００は、電源回路１６０ａが光源回路１４０ａに供給する電流が光源回路１４０ａの最
大定格値を超えず、電源回路１６０ｂが光源回路１４０ｂに供給する電流が光源回路１４
０ｂの最大定格値を超えない範囲内で、算出した光量が目標光量に一致するよう、電源回
路１６０ａ，１６０ｂを制御する。
【００４９】
　図１９は、この実施の形態における制御回路３００の構成を示すブロック構成図である
。
　制御回路３００は、調光度入力部３３０、色温度入力部３３５、色温度関係記憶部３６
０、目標光量算出部３８５、計時部３７１、スイッチ駆動部３７２、光量算出部３７３、
２つの制御信号生成部３９０ａ，３９０ｂを有する。調光度入力部３３０は、調光度を入
力する。色温度入力部３３５は、利用者が望む相関色温度を入力する。色温度関係記憶部
３６０は、調光度と相関色温度との組と、光源１４１の光量と光源１４２の光量との組と
の関係を、あらかじめ記憶している。目標光量算出部３８５は、色温度関係記憶部３６０
が記憶した関係に基づいて、調光度入力部３３０が入力した調光度と、色温度入力部３３
５が入力した相関色温度とに対応する光源１４１及び光源１４２の目標光量を算出する。
　計時部３７１は、経過時間を計測し、所定の間隔（例えば１００ミリ秒）が経過するた
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びに、所定時間が経過したことをスイッチ駆動部３７２に対して通知する。
　スイッチ駆動部３７２は、２つのスイッチング回路１９０ａ，１９０ｂをそれぞれ駆動
する駆動信号を生成する。通常、スイッチ駆動部３７２は、２つのスイッチング回路１９
０ａ，１９０ｂをともにオンにする駆動信号を生成する。計時部３７１からの通知を受け
ると、所定時間（例えば１ミリ秒）の間、スイッチ駆動部３７２は、２つのスイッチング
回路１９０ａ，１９０ｂのいずれか一方、もしくは、両方をオフにする駆動信号を生成す
る。
　光量算出部３７３は、照度検出回路１５０が検出した光量に基づいて、光源１４１が発
した光の光量と、光源１４２が発した光の光量とを算出する。光量算出部３７３は、スイ
ッチ駆動部３７２が生成した駆動信号に基づいて、光源１４１及び光源１４２がそれぞれ
点灯／消灯しているタイミングで、照度検出回路１５０が検出した光量を入力し、入力し
た光量に基づいて、光源１４１及び光源１４２それぞれが発した光の光量を算出する。例
えば、光量算出部３７３は、２つのスイッチング回路１９０ａ，１９０ｂがオンのとき（
すなわち、２種類の光源１４１，１４２がともに点灯状態のとき）に照度検出回路１５０
が検出した光量から、スイッチング回路１９０ａがオフ、スイッチング回路１９０ｂがオ
ンのとき（すなわち、光源１４１が消灯状態、光源１４２が点灯状態のとき）に照度検出
回路１５０が検出した光量を差し引いた差を算出することにより、光源１４１の光量を算
出する。あるいは、光量算出部３７３は、スイッチング回路１９０ａがオン、スイッチン
グ回路１９０ｂがオフのとき（すなわち、光源１４１が点灯状態、光源１４２が消灯状態
のとき）に照度検出回路１５０が検出した光量から、２つのスイッチング回路１９０ａ，
１９０ｂがオフのとき（すなわち、２種類の光源１４１，１４２がともに消灯状態のとき
）に照度検出回路１５０が検出した光量を差し引いた差を算出することにより、光源１４
１の光量を算出する。光源１４２についても同様に、光量算出部３７３は、２つのスイッ
チング回路１９０ａ，１９０ｂがオンのときに照度検出回路１５０が検出した光量から、
スイッチング回路１９０ａがオン、スイッチング回路１９０ｂがオフのときに照度検出回
路１５０が検出した光量を差し引いた差、もしくは、スイッチング回路１９０ａがオフ、
スイッチング回路１９０ｂがオンのときに照度検出回路１５０が検出した光量から、２つ
のスイッチング回路１９０ａ，１９０ｂがオフのときに照度検出回路１５０が検出した光
量を差し引いた差を算出することにより、光源１４２の光量を算出する。
【００５０】
　制御信号生成部３９０ａは、電源回路１６０ａを制御する制御信号を生成する。制御信
号生成部３９０ａは、電源回路１６０ａが光源回路１４０ａに対して供給する電流が光源
回路１４０ａの最大定格値を超えない範囲内で、光量算出部３７３が算出した光源１４１
の光量が、目標光量算出部３８５が算出した光源１４１の目標光量に近づくよう、電源回
路１６０ａを制御する。
　制御信号生成部３９０ｂも、制御信号生成部３９０ａと同じ動作である。
【００５１】
　図２０は、この実施の形態における点灯処理Ｓ６００の流れを示すフローチャート図で
ある。
　点灯処理Ｓ６００は、調光度入力工程Ｓ６３１、色温度入力工程Ｓ６３２、目標光量算
出工程Ｓ６３４、調整点灯工程Ｓ６２０、計時工程Ｓ６４１、消灯工程Ｓ６４２、第一点
灯工程Ｓ６４３、第二点灯工程Ｓ６４４、光量測定工程Ｓ６４５、両点灯工程Ｓ６４６、
光量測定工程Ｓ６４７、光量算出工程Ｓ６４８を有する。
　調光度入力工程Ｓ６３１において、調光度入力部３３０は、調光度を入力する。
　色温度入力工程Ｓ６３２において、色温度入力部３３５は、相関色温度を入力する。
　目標光量算出工程Ｓ６３４において、目標光量算出部３８５は、色温度関係記憶部３６
０が記憶した調光度及び相関色温度と光量との関係に基づいて、調光度入力工程Ｓ６３１
で調光度入力部３３０が入力した調光度と、色温度入力工程Ｓ６３２で色温度入力部３３
５が入力した相関色温度との組に対応する光源１４１及び光源１４２の光量を算出する。
　調整点灯工程Ｓ６２０において、制御信号生成部３９０ａは、電源回路１６０ａが光源
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回路１４０ａに対して供給する電力が光源回路１４０ａの最大定格値を超えない範囲内で
、光量算出部３７３が光源１４１について算出した光量が、目標光量算出工程Ｓ６３４で
目標光量算出部３８５が光源１４１について算出した光量と一致するよう、電源回路１６
０ａを制御する。制御信号生成部３９０ｂは、電源回路１６０ｂが光源回路１４０ｂに供
給する電流が光源回路１４０ｂの最大定格値を超えない範囲内で、光量算出部３７３が光
源１４２について算出した光量が、目標光量算出工程Ｓ６３４で目標光量算出部３８５が
光源１４２について算出した光量と一致するよう、電源回路１６０ｂを制御する。
　計時工程Ｓ６４１において、計時部３７１は、経過時間を計測する。所定の間隔がまだ
経過していない場合、制御回路３００は、調光度入力工程Ｓ６３１に処理を戻す。所定の
間隔が経過した場合、計時部３７１は、そのことをスイッチ駆動部３７２に対して通知す
る。所定の間隔が経過したのが１回目である場合、スイッチ駆動部３７２は、消灯工程Ｓ
６４２へ処理を進める。所定の間隔が経過したのが２回目である場合、スイッチ駆動部３
７２は、第一点灯工程Ｓ６４３へ処理を進める。所定の間隔が経過したのが３回目である
場合、スイッチ駆動部３７２は、第二点灯工程Ｓ６４４へ処理を進める。所定の間隔が経
過したのが４回目以降である場合、スイッチ駆動部３７２は、所定の間隔が経過した回数
を３で割った余りに基づいて、余りが１であれば消灯工程Ｓ６４２へ、余りが２であれば
第一点灯工程Ｓ６４３へ、余りが０であれば第二点灯工程Ｓ６４４へ、それぞれ処理を進
める。
　消灯工程Ｓ６４２において、スイッチ駆動部３７２は、２つのスイッチング回路１９０
ａ，１９０ｂをともにオフにする。制御回路３００は、光量測定工程Ｓ６４５へ処理を進
める。
　第一点灯工程Ｓ６４３において、スイッチ駆動部３７２は、スイッチング回路１９０ａ
をオン、スイッチング回路１９０ｂをオフにする。制御回路３００は、光量測定工程Ｓ６
４５へ処理を進める。
　第二点灯工程Ｓ６４４において、スイッチ駆動部３７２は、スイッチング回路１９０ａ
をオフ、スイッチング回路１９０ｂをオンにする。制御回路３００は、光量測定工程Ｓ６
４５へ処理を進める。
　光量測定工程Ｓ６４５において、光量算出部３７３は、照度検出回路１５０が検出した
光量を取得する。
　両点灯工程Ｓ６４６において、スイッチ駆動部３７２は、２つのスイッチング回路１９
０ａ，１９０ｂをともにオンにする。
　光量測定工程Ｓ６４７において、光量算出部３７３は、照度検出回路１５０が検出した
光量を取得する。
　光量算出工程Ｓ６４８において、光量算出部３７３は、光量測定工程Ｓ６４５で取得し
た光量と、光量測定工程Ｓ６４７で取得した光量とに基づいて、光源１４１及び光源１４
２が発した光の光量をそれぞれ算出する。
【００５２】
　このように、光源１４１，１４２を点灯しているときに照度検出回路１５０が検出した
光量と、光源１４１，１４２が消灯しているときに照度検出回路１５０が検出した光量と
の差から、光源１４１，１４２が発した光の光量を算出するので、遮光部を設ける必要が
ない。光量測定のために光源１４１，１４２を消灯している時間は、例えば１００ミリ秒
のうちのわずか１ミリ秒であるから、人間の目には検知できず、連続して点灯しているよ
うに見える。
　複数種類の光源１４１，１４２が発する光の量を個別に検出し、それぞれが目標光量に
一致するよう制御するので、照明装置１００は、所望の色度座標を有する光を発すること
ができる。また、光源１４１，１４２に対して最大定格値を超える電流を供給しないので
、光源１４１，１４２の寿命が短くなるのを防ぐことができる。
【符号の説明】
【００５３】
　１００　照明装置、１１０　筐体、１１１　溝部、１２０　反射部、１３０～１３２　
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基板、１４０　光源回路、１４１，１４２　光源、１５０　照度検出回路、１５１　照度
センサ、１６０　電源回路、１７０　電流検出回路、１８０　モード検出部、１９０　ス
イッチング回路、２１０，２２０　遮光部、２１１　天面部、２１２　外円錐部、２１３
　外採光穴、２１４　内円錐部、２１５　内採光穴、２２１　操作部、２２２　光源用開
口部、２２３　センサ用開口部、２２４　隔壁、２２５　隔壁開口部、３００　制御回路
、３１０　初回通電検出部、３２０　最適信号入力部、３３０　調光度入力部、３３５　
色温度入力部、３４０　発光関係記憶部、３５０　照度関係記憶部、３６０　色温度関係
記憶部、３７１　計時部、３７２　スイッチ駆動部、３７３　光量算出部、３８０　目標
光量記憶部、３８５　目標光量算出部、３９０　制御信号生成部、ＡＣ　交流電源。
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